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英
国
の
２
０
２
４
年
総
選
挙
は
、
同
国
の
政
党
政
治
が
歴
史
的
な

転
機
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
表
面
上

は
、
労
働
党
の
大
勝
と
保
守
党
の
歴
史
的
敗
北
と
い
う
、
分
か
り
や

す
い
政
権
交
代
の
局
面
に
映
る
。
し
か
し
、
そ
の
深
部
で
は
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
問
う
た
16
年
の
国
民
投
票
を
起
点
に
政
治
の

再
編
が
進
行
し
、
第
２
次
大
戦
後
の
二
大
政
党
制
を
支
え
て
き
た
社

会
的
基
盤
が
組
み
替
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
欧
米
各
国

と
同
様
、「
戦
後
の
政
治
景
観
の
大
変
動
」（G. Roos, “T

he rise of 
Reform

, the A
fD

 and R
N

 is m
ore than a blip”, Chatham

 
H

ouse blog, 2025

）
が
英
国
で
も
生
じ
て
い
る
。

こ
の
変
化
を
最
も
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
フ
ァ
ラ

ー
ジ
率
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ
（
以
下
リ
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
総

選
挙
に
お
け
る
獲
得
議
席
は
１
桁
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
続
く
25

年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
選
挙
を
経
て
、
世
論
調
査
で
労
働
党
・
保

守
党
と
並
ぶ
20
％
前
後
の
支
持
を
記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
大
政

党
と
並
ぶ
第
三
極
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。同
党
は
、「
代
表
の
空
白
」、

す
な
わ
ち
、既
存
政
党
に
よ
る
代
表
が
失
わ
れ
た
跡
を
埋
め
る
形
で
、

離
反
層
や
従
来
の
棄
権
層
を
広
範
に
引
き
寄
せ
て
い
る
（P. M

air, 
R

uling the Void, 2013

）。

こ
う
し
た
変
動
に
は
、
20
世
紀
前
半
の
戦
間
期
に
お
け
る
、
自
由

「
代
表
の
空
白
」を
埋
め
た
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ
の
躍
進

二
大
政
党
制
の
モ
デ
ル
国
で
進
む
政
治
の
多
極
構
造
化
。

右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
は
多
様
な
「
怒
り
」
を
支
持
に
変
え
た
。

・
党
首
フ
ァ
ラ
ー
ジ
の
下
で
進
む
組
織
化
と
国
民
政
党
化

・
既
存
政
党
に
「
裏
切
ら
れ
た
」
人
々
が
地
域
や
階
層
を
超
え
集
結

・「
批
判
勢
力
」
と
し
て
存
在
感
。
さ
ら
に
政
権
参
加
の
可
能
性
も

東
京
外
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語
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授
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松
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弘

わ
か
ま
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く
に
ひ
ろ　
１
９
９
８
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英
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学
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。
博
士
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専
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は
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党
の
凋
落
と
労
働
党
の
台
頭
以
来
の
大
規
模
な
政
党
シ
ス
テ
ム
再
編

へ
と
つ
な
が
る
兆
し
も
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
動
き
の
中

心
に
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
連
な
る
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
が
主
導
し
て
き
た

右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
系
譜
に
注
目
し
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
政

治
の
再
編
が
、
い
か
な
る
仕
組
み
の
下
で
進
行
し
て
い
る
の
か
を
考

え
た
い
。

フ
ァ
ラ
ー
ジ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ
へ
の
系
譜

英
国
政
治
の
現
状
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
が

党
首
を
歴
任
し
て
き
た
諸
政
党
─
─
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
）、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
党
、
リ
フ
ォ
ー
ム
─
─
の
展
開
を
、
一
つ
の
連

続
し
た
過
程
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
２
０
１
６
年
以
前
の

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
下
院
で
ほ
と
ん
ど
議
席
を
獲
得
で
き
な
い
が
、
欧
州

議
会
選
で
は
注
目
を
集
め
、
地
方
議
会
に
も
一
定
数
の
議
席
を
有
す

る
と
い
う
、
反
Ｅ
Ｕ
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
で
あ
っ
た
。
そ
の

主
張
に
は
、
文
化
的
保
守
性
や
反
エ
リ
ー
ト
意
識
、
反
移
民
な
ど
が

混
在
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
と
露
骨
な
人
種
主
義
と
は
距
離
を
保
っ

て
い
た
。
問
題
発
言
を
行
っ
た
党
関
係
者
の
処
分
や
、
欧
州
議
会
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
（
現
・
国
民
同
盟
〔
Ｒ
Ｎ
〕
の
前
身
）

と
の
会
派
形
成
拒
否
な
ど
、
党
ブ
ラ
ン
ド
の
管
理
に
は
一
定
の
基
準

が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
現
状
に
対
す
る
抗
議
政
党

と
し
て
、
旧
鉱
工
業
地
帯
の
労
働
者
層
と
地
方
で
保
守
党
を
支
持
し

て
き
た
中
高
齢
層
の
双
方
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
実
現
し
た
国
民
投
票
後
、
存
在
意
義
を
失

っ
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
後
継
の
各
党
首
の
下
で
反
イ
ス
ラ

ム
色
を
強
め
る
。
人
種
排
斥
の
組
織
活
動
で
有
名
な
ト
ミ
ー
・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
を
顧
問
に
迎
え
る
な
ど
、党
の
姿
勢
は
急
進
化
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
距
離
を
置
い
た
フ
ァ
ラ
ー
ジ
が
19
年
に
立
ち
上

げ
た
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
党
は
、
従
来
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
替
わ
る
存
在
と
な

っ
て
い
く
。
主
権
や
国
境
、
エ
リ
ー
ト
不
信
を
核
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
自
ら
を
位
置
付
け
、国
旗
や
歴
史
を
重
視
し
、

ウ
ォ
ー
ク（w

oke

：
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
よ
る
差
別
に
関
心

を
持
つ
層
）
批
判
と
い
っ
た
文
化
戦
争
的
な
要
素
を
積
極
的
に
動
員

す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
過
程
で
の
主
要
政
党
の
「
裏

切
り
」
に
対
す
る
怒
り
も
、
既
存
の
政
治
制
度
そ
の
も
の
へ
の
攻
撃

へ
と
組
み
替
え
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
／
残
留
を
巡
っ
て
世
論
や
下
院

が
分
極
す
る
中
行
わ
れ
た
19
年
欧
州
議
会
選
で
は
、
保
守
・
労
働
両

党
か
ら
の
離
反
票
を
大
量
に
吸
収
し
、
欧
州
統
合
の
政
治
問
題
化
が

も
た
ら
し
た
国
内
の
支
持
再
編
を
象
徴
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

21
年
に
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
党
か
ら
改
名
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
は
さ
ら
に

そ
の
先
の
段
階
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
同
党
は
特
に
24
年
頃
か
ら
自

ら
を
潜
在
的
な
政
権
担
当
勢
力
と
し
て
提
示
し
始
め
、
党
組
織
の
整
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備
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
期
か
ら
重
視
さ
れ
て
き

た
ブ
ラ
ン
ド
管
理
を
強
化
し
、
候
補
者
リ
ク
ル
ー
ト
も
拡
大
す
る
中

で
25
年
初
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
地
域
党
大
会
で
は
、
フ
ァ
ラ
ー

ジ
を
首
相
に
擬
す
る
演
説
も
見
ら
れ
た
。
政
策
面
で
は
、
財
政
的
裏

付
け
を
欠
く
経
済
政
策
や
急
進
的
な
入
管
政
策
な
ど
、
内
容
に
は
多

く
の
懸
念
が
あ
る
も
の
の
、
外
形
的
に
は
包
括
的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
文
化
保
守
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と

福
祉
排
外
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
と
連
な
る
イ
ギ
リ
ス
の
右
派
ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
政
党
は
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
の
主
導
の
下
、
抗
議
政
党
か
ら
主

権
重
視
型
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
党
、そ
し
て
国
民
政
党
へ
の
志
向
と
、

段
階
的
に
変
容
を
遂
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

多
様
な
批
判
票
を
ま
と
め
た
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
間
の
支
持
拡
大
が
、
文
化
排
斥
的
な

急
進
派
の
台
頭
と
い
う
分
か
り
や
す
い
単
線
の
図
式
で
は
な
い
点
で

あ
る
。
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
支
持
を
め
ぐ
っ
て
は
、
米
国
に
お
け

る
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の
分
析
に
典
型
的
で
あ
る
が
、
多
文
化
主
義
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
平
等
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
な
規
範
が
浸
透
す
る
過
程

で
、
文
化
的
な
主
体
性
の
喪
失
感
を
抱
く
に
至
っ
た
層
に
注
目
が
集

ま
る
（
文
化
的
反
動
説
、P. N

orris &
 R. Inglehart, Cultural 

Backlash, 2019

）。
し
か
し
、
実
証
研
究
が
示
す
構
図
は
、
そ
れ
ほ

ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
も
ま
た
、
英
国
の

民
主
主
義
に
生
じ
た
多
様
な
「
代
表
の
空
白
」
を
埋
め
る
べ
く
、
い

く
つ
も
の
回
路
が
同
時
に
機
能
し
て
い
る
。

地
域
と
時
期
に
着
目
し
て
み
る
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム

に
至
る
各
党
は
、
特
定
の
党
派
に
限
定
さ
れ
な
い
多
様
な
離
反
票
や

棄
権
票
を
吸
収
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
国
民
投
票
前

後
に
流
入
が
顕
在
化
し
た
「
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
」
地
域
（
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
中
部
・
北
部
の
旧
鉱
工
業
地
帯
）、同
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部

（
農
漁
業
・
物
流
地
帯
）、
コ
ロ
ナ
期
以
降
に
支
持
の
動
き
が
表
面
化

し
た「
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
ル
」地
域（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
高
所
得
・

高
学
歴
地
帯
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
治
社
会
条
件
の
下
で
支

持
拡
大
が
生
じ
た
。
反
移
民
、
国
境
管
理
、
エ
リ
ー
ト
不
信
、
国
家

の
統
治
能
力
回
復
と
い
っ
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
以
来
の
主
張
も
、
強
調
点
を

変
え
な
が
ら
動
員
さ
れ
て
き
た
。

文
化
的
反
動
の
説
明
が
比
較
的
よ
く
当
て
は
ま
る
の
は
、「
レ
ッ

ド
ウ
ォ
ー
ル
」
で
あ
る
。
社
会
の
価
値
観
が
長
期
的
に
変
化
す
る
中

で
、
年
齢
層
の
高
い
鉱
工
業
労
働
者
や
地
元
の
自
営
業
主
な
ど
、
文

化
面
で
保
守
傾
向
の
強
い
層
に
お
い
て
反
発
が
強
ま
っ
た
。
ロ
ン
ド

ン
主
導
の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
が
全
国
的
に
主
流
化
し
て
い
く
こ
と

へ
の
嫌
悪
は
、
地
域
の
自
尊
心
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
意
識
と
共
鳴
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し
、
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
中
心
の
歴
史
構
造
に
お
い
て
周
縁
化
さ
れ
た

地
域
と
の
自
己
認
識
と
も
結
び
つ
く
。
ま
た
、
こ
う
し
た
文
化
性
を

伴
っ
た
疎
外
感
は
、
経
済
的
に
も
地
域
の
基
幹
産
業
が
衰
退
し
、
成

長
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
閉
塞
感
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
て

き
た
。
実
際
、
こ
の
地
域
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
持
へ
の
流
入
は
、

他
地
域
と
比
べ
て
、
か
つ
て
労
働
党
を
支
持
し
て
い
た
層
の
比
重
が

大
き
い
。
特
に
ブ
レ
ア
政
権
以
降
の
労
働
党
が
目
を
背
け
て
き
た

「
代
表
の
空
白
」
を
埋
め
る
動
き
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
北
海
沿
岸
の
漁
港
地
帯
か
ら
内
陸
に
広
が
る
耕
種

農
業
地
帯
を
含
ん
だ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
で
は
、
製
造
業
衰
退
の
社

会
的
影
響
は
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
地
域
と
し
て
は

歴
史
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
や
心
性
へ
の
意
識
が
根
づ
き
、
国

民
投
票
で
も
Ｅ
Ｕ
離
脱
支
持
が
際
立
っ
た
。
と
は
い
え
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
な
が
る
支
持
拡
大
に
は
、
過
疎
地
特
有
の
行
政
・
社
会
制
度

の
疲
弊
が
大
き
く
作
用
し
て
き
た
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
、
自
治

体
財
政
の
逼
迫
、
病
院
や
住
宅
の
不
足
と
い
っ
た
、
国
家
の
行
政
・

福
祉
能
力
に
対
す
る
不
信
や
失
望
が
長
期
に
蓄
積
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
と
異
な
り
、
支
持
移
動
の
多
く
が

保
守
党
か
ら
生
じ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。国
境
管
理
の「
失
敗
」

や
国
家
能
力
の
「
回
復
」
を
訴
え
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
以
来
の
フ
ァ
ラ
ー
ジ

の
主
張
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
へ
の
制
度
的
不
信
と
結
び
つ
く
。
こ

こ
で
は
、
文
化
的
反
動
と
い
う
よ
り
、
政
治
・
社
会
・
経
済
制
度
の

疲
弊
に
対
す
る
意
識
が
先
行
し
て
お
り
、
そ
れ
が
地
域
固
有
の
文
化

や
地
元
意
識
を
媒
介
に
支
持
の
出
口
を
探
し
出
し
た
。

一
方
、ロ
ン
ド
ン
か
ら
西
方
へ
広
が
る
豊
か
な
郊
外
や
農
村
地
帯
、

い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
ル
」
地
域
で
は
、
文
化
的
反
動
の
性
格

は
さ
ら
に
弱
い
。
近
年
こ
の
地
域
で
リ
フ
ォ
ー
ム
が
支
持
を
拡
大
し

た
背
景
に
は
、
中
道
寄
り
で
相
対
的
に
穏
健
な
保
守
層
の
間
で
さ
え

も
、
コ
ロ
ナ
期
以
降
、
保
守
党
の
政
権
担
当
能
力
に
疑
念
が
強
ま
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
る
国
内
政
治
の
混
乱
、
コ
ロ
ナ

期
の
官
邸
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
続
い
た
上
で
、
最
後
に
、
ト
ラ
ス
政
権

が
も
た
ら
し
た
金
融
市
場
の
動
揺
が
資
産
を
有
す
る
中
間
層
に
打
撃

を
与
え
た
こ
と
で
、与
党
保
守
党
の
信
用
失
墜
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

農
業
関
係
者
の
保
守
党
離
れ
も
こ
こ
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
お

け
る
リ
フ
ォ
ー
ム
支
持
は
、
保
守
党
に
対
す
る
懲
罰
の
性
格
を
帯
び

て
お
り
、
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
と
も
異
な
る

第
３
の
回
路
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
拡
大
は
、
こ
う
し
た
異
な
る
回
路
が
そ
れ
ぞ
れ
に

政
治
化
し
た
結
果
と
理
解
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
有
権
者
の
不
信

は
、
政
権
党
（
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
ル
）、
統
治
制
度
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東

部
）、
文
化
・
価
値
（
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
）
と
い
う
順
で
、
構
造
的
な

深
部
に
向
か
う
こ
と
も
付
記
し
た
い
。
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怒
り
の
矛
先
は
国
内
エ
リ
ー
ト
に

フ
ラ
ン
ス
の
Ｒ
Ｎ
、
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）、
米
国

に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
現
象
と
い
っ
た
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
同
時
伸

長
を
偶
然
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
に
は
国
を
超
え
た
戦
後

民
主
主
義
の
地
殻
変
動
が
あ
る
。
価
値
対
立
の
深
刻
化
、
国
家
制
度

の
疲
弊
、
そ
し
て
既
存
政
党
へ
の
不
信
が
重
な
り
合
う
中
で
、
中
道

政
党
は
社
会
の
多
様
な
利
害
を
束
ね
き
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
生
じ
た
「
代
表
の
空
白
」
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
埋
め
て

い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
有
な
点
は
い
く

つ
か
あ
る
。
大
陸
欧
州
の
各
勢
力
が
Ｅ
Ｕ
の
脅
威
を
重
要
な
動
因
と

す
る
の
に
対
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
怒
り
の
矛
先
が
「（
Ｅ
Ｕ
離
脱

を
裏
切
っ
た
）
国
内
の
エ
リ
ー
ト
」
に
向
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
が
人
種
や
民
族
を
め
ぐ
る
脅
威
を
強
調
す
る
の
に
比
べ

る
と
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
国
家
の
機
能
不
全
や
統
治
能
力
の
低
下
へ

の
批
判
が
目
立
つ
。
政
治
的
競
争
の
条
件
も
異
な
る
。
Ｒ
Ｎ
は
議
会

内
の
国
民
政
党
と
し
て
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
Ａ
ｆ
Ｄ
も
比
例
代
表

制
の
下
で
一
定
の
議
席
を
確
保
し
、
旧
東
独
地
域
で
安
定
し
た
支
持

基
盤
を
築
い
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
は
共
和
党
の
組
織
そ
の
も
の
を

乗
っ
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
単
純
小
選
挙
区
制
の
下
に
あ
る

リ
フ
ォ
ー
ム
は
議
会
勢
力
と
し
て
小
さ
く
、「
外
圧
」と
し
て
の
存
在

に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
以
来
の
「
外
圧
」
が
、

政
権
党
の
保
守
党
に
影
響
を
与
え
、
政
策
を
し
ば
し
ば
強
硬
な
方
向

へ
と
引
っ
張
っ
て
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

英
国
二
大
政
党
制
は
「
怒
り
」
で
変
容
す
る

Ｅ
Ｕ
離
脱
以
降
、
保
守
党
・
労
働
党
の
双
方
で
求
心
力
の
低
下
が

進
み
、
大
き
く
は
「
大
卒
／
都
市
」
と
「
非
大
卒
／
地
方
」
と
い
う

新
た
な
有
権
者
編
成
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
流
入

し
て
い
る
の
は
、
主
に
後
者
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
の
保
守

党
支
持
者
も
労
働
党
支
持
者
も
含
ま
れ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
得
票

率
や
支
持
率
で
見
る
限
り
、
二
大
政
党
と
競
合
す
る
第
三
極
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
台
頭
は
、
こ
う
し
た
英
国
政
治
に
お
け
る
対
立
軸
の

長
期
的
な
再
編
を
表
し
て
い
る
。

動
き
は
有
権
者
側
に
と
ど
ま
ら
な
い
。ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
拡
大
は
、

政
党
側
に
お
け
る
代
表
機
能
の
劣
化
も
映
し
出
し
て
い
る
（S. Ber-

m
an, “T

he Causes of Populism
 in the W

est”, A
nnual 

R
eview

 of Political Science, vol.24, 2021

）。
英
国
で
の
「
代

表
の
空
白
」
は
、
こ
こ
30
年
程
度
の
射
程
で
と
ら
え
る
と
、
保
守
党

に
お
け
る
政
策
的
一
貫
性
の
喪
失
や
、
労
働
党
を
支
持
す
る
社
会
基

盤
の
偏
り
に
よ
っ
て
拡
大
し
て
き
た
。
両
党
が
20
世
紀
後
半
に
担
っ
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て
い
た
包
括
的
な
代
表
の
役
割
か
ら
後
退
す
る
中
で
、
旧
中
間
層
や

労
働
者
層
の
一
部
は
代
表
を
欠
く
空
間
に
残
さ
れ
た
。
ま
さ
に
そ
こ

に
リ
フ
ォ
ー
ム
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
躍
進
は
、
一
過
性
の
抗
議
に
基
づ

く
短
期
的
な
支
持
移
動
と
い
う
よ
り
、
代
表
構
造
そ
の
も
の
の
組
み

替
え
と
理
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
（G. Evans &

 J. T
illey, 

T
he N

ew
 Politics of Class, 2017

）。二
大
政
党
制
の
制
度
疲
労

が
限
界
に
達
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
台
頭

も
ト
ラ
ン
プ
、
Ｒ
Ｎ
、
Ａ
ｆ
Ｄ
と
共
に
、「
戦
後
の
政
治
景
観
の
大
変

動
」
を
構
成
す
る
。

現
行
の
英
国
政
治
に
見
ら
れ
る
支
持
の
多
極
化
の
進
行
は
、
ウ
エ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
モ
デ
ル
に
お
け
る
多
数
派
形
成
の
仕
組
み
と
必
然

的
に
齟
齬
を
生
む
。
同
モ
デ
ル
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
二
極
構
造
と
折
り

合
い
が
良
く
、
社
会
の
側
で
進
行
す
る
多
元
化
し
た
競
争
と
の
間
に

緊
張
を
抱
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
単
純
小
選
挙
区
制
は
有
権
者
の

多
様
な
不
満
を
集
約
す
る
効
果
を
持
つ
こ
と
か
ら
、皮
肉
な
こ
と
に
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
と
っ
て
支
持
率
ベ
ー
ス
の
政
治
的
存
在
感
を
高
め
つ

つ
あ
る
現
状
で
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
流
入
し
て
い
る
支
持
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
に
求
め

て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
政
権
担
当
能
力
で
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
怒
り
の
表
明
や
既
存
秩
序
へ
の
否
定
が
今
現
在
は

優
先
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
代
表
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
変
質
が

う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
内
在
す
る
現
状
破
壊
的
な
志
向
こ
そ
が
、
英

国
の
政
党
制
が
直
面
し
て
い
る
危
機
の
深
刻
さ
を
物
語
る
。

日
本
に
も
見
ら
れ
る
「
代
表
の
空
白
」

リ
フ
ォ
ー
ム
の
台
頭
は
、
既
存
政
党
の
代
表
機
能
が
劣
化
し
た
と

き
、
急
進
的
な
主
体
で
あ
っ
て
も
、
代
表
の
空
白
を
埋
め
得
る
こ
と

を
事
実
と
し
て
示
し
て
い
る
。
英
国
で
は
こ
の
空
白
が
、
文
化
的
反

動
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
制
度
や
政
権
に
対
す
る
不
信
と
も
結
び
つ

く
形
で
拡
大
し
た
。

日
本
で
も
、
世
代
や
学
歴
、
地
域
に
よ
る
差
異
の
顕
在
化
、
非
正

規
層
の
代
表
性
の
不
足
、
政
治
・
行
政
へ
の
信
頼
の
揺
ら
ぎ
と
い
っ

た
要
因
が
重
な
り
、
同
様
の
空
白
が
広
が
っ
て
い
る
。
長
期
に
政
権

を
担
っ
て
き
た
自
民
党
は
、
英
国
保
守
党
と
同
様
に
社
会
と
の
接
続

を
失
う
リ
ス
ク
を
抱
え
、
野
党
側
も
再
編
を
繰
り
返
し
て
十
分
な
包

括
性
を
獲
得
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
代
表
の
空
白
が
拡
大
す
れ
ば
、
英
国
に
お
け
る
リ
フ
ォ

ー
ム
の
よ
う
に
、
新
た
な
勢
力
が
制
度
の
間
隙
を
突
い
て
台
頭
す
る

シ
ナ
リ
オ
も
現
実
化
し
得
る
。
政
党
シ
ス
テ
ム
は
代
表
機
能
が
不
断

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
支
え
ら
れ
る
。
英
国
の
経
験
は
そ
れ
を
示
し

て
い
る
。


